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＊島根大学教育学部　国語科教育研究室（日本語学）

＊＊島根県立島根女子短期大学　文学科

　筆者は，南アジア，東南アジァを中心として行われた
　　　　　　　　　　　　ぱいよう
ヤシの葉Pa1mLeaf，即ち，貝葉を書記素材とする研究・

調査を行っている。本稿は，その一環として，スリラン

カのアルヴィハーラ寺における貝葉本作成方法について

の調査報告（一部）を行うものである。

　調査の目的，日時，場所は，次のとおりである。

　○調査の目的　貝葉典籍Pa1m　Leaf　Manuscr1ptsの作

　　　　　　　　成方法を調査し，記録する。

　○調査の日時：1997年4月25日（金）～29日（火）

　○調査の場所　スリランカSr1Lanka，マータレMata1e

　　　　　　　　のアルヴィハーラ寺A1u▽iharaya

　　　　　　　　Temp1e

　これに続き，5月4日（日）までキャンティKandy市内

外で調査を行った。
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　古刹アルウイハーラ寺A1uv1haraya（A1oka　v1haraya）

Temp1eは，スリランカの古都キャンティKandyからジャ

フナJaffnaに向かって伸ひるルートA9を北上すること29

kmの地点に位置する石窟寺院である。南に4kmほど戻

ればマータレMata1eの市街である。

　スリランカに仏教が伝来したのは，釈迦入滅（483年B．

α）1）の後，3世紀の頃といい，紀元前88年，それまで口

承されてきたその教えが，このアルヴィハーラ寺におい

て，初めて文字（E1u，01dS1血a1ess）に記されたと伝え

られる。爾来，同寺においては，1848年時の法難を別と

すれば，仏陀の教えの実践と共に連綿とした写経活動が

続けられてきているのである。

　私どもは，その本来的，伝統的な写経方法や書記素材

等を調査すべく，同寺を，過去にも二度（1994年3月，

1995年12月），訪れた。しかし，どうしても不明な点が残

るため，今回は，特に出願し，寺院内に寄宿させていた

だき，殊にその素材，また，その作成・調製方法等につ

いての詳細を調べさせていただいた。面倒な願い出にも

かかわらず，一山挙げて快く御世語いたたいたことを恐

縮に存じ上げ，かつ，心から感謝申し上げる次第である。

　就中，直接に指導に当たって下さったのは，次の方々

である。

　VenEth1po1a　Medankara　Nayaka　Thero（Ch1ef　I阯

cumbentofA1u▽1haraya，Ch1efSanganayakaofMata1e
D1str1ct）［Ch1ef　Pr1est］

　Rev　E比1po1a　Ratanasara　Ther0

　RevASaranankara
　MrT　SRand111gama（Ch1efOrgan1zerTh1r1p1takaya

Wr1tmgCounc11）

MrHMKBandara（Gampath1N1wasa，War1yapo1a，
Katuden1ya，Mata1e，Sr1Lanka）

　Bandara氏は，同寺における写経専門員である（Tech－

n1ca1ExpertforWr1t1ng）。

　以下に，ヤシの葉の採取に始まる一連の貝葉01a作成方

法2）を中心とする調査報告を行う。

1　コリファヤシの葉の採取

　スリランカでは，写経用の料紙wr1t1ngPaperとしてTa1a

gasa（または，Ta1agaha）の葉Ta1ako1a3），即ち，コリ

ファヤシの葉が利用されてきた。調製されたこの料紙を，

オーラO1aと称する。

　コリファヤシは，学名0o肋肋㈱肋ω炊伽L，英名

タリポットヤシTa1ipotPa1mである。写経用には，少な

くとも今日では，これのみが用いられている4）。但し，正

確には，用いられるのは，葉（掌状複葉）のまだ開かな

い，その幼い葉芽budのみであると付け加えねばならない。

このヤシについては，則稿（注4文献〉に詳述した。

　この度のコリファヤシの葉芽の採取，また，その調製

（ボイル，等）は，1997年4月26日（土）の朝から昼過ぎに

かけて行われた。この間の次第を，時間の経過と共に記

述しておこう。次のとおりである、

　4月26日，午前6時08分，起床、晴れ。

　8時05分，コリファヤシの葉の採取のため，アルヴィ

ハーラ寺の僧坊をワゴン車で出発し，マータレのウクウ

ェラUkwe1aに向かう。車には，Ch1ef　Pr1estのVen

Eth1po1aMedankaraNayakaThero長老（73歳），Rev

Et1po1aRatanasaraThero師，運転者，我々二名が乗車

した。［この他に，RevBuddharakk1thaGa1aboda少年僧

一人が同乗したが，彼は，途中のマータレの町で下車し

た。これから学校に行くのだという。］

　自動車は，寺の門を出て南下する。マータレの町を少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまあい
し過ごした8時20分の時点で，車は鋭く左折し，山間の

遣に入る◎2，3メートル幅の村遣である。まま，民家

が続き，周囲にはバナナ，ココヤシ，スパイスなどが栽

培されている。路上や路端で歯磨きをしている村人に出

会う。

　8時24分，車は，上記のBandara氏の自宅前で一時停

車し，同氏，同氏の子息，作業員の青年。少年各一名が

乗車する。ロープとナタ（手斧）も積み込まれる。

　車は，さらに奥へ進む。8時27分，左折し，舗装のな

い遣を，やや下るような形で進む。

　8時28分，車は，一戸の民家の前に停車する。この辺

りがウクウェラである、

　家の周りには，バナナやココヤシ，その他の木々が植

えられているが，それらに混じり，軒先から10～15メー

トルほどの裏手に，一本のコリファヤシが生えている。

下の方の幹は，ささくれた鎧のような葉柄（の残骸）に

守られているが，まだ若い木で，高さは10～15メートル

くらいであろうか。この種のヤシは，樹齢40～60年にも

なれば30メートル前後の高木となり，やがて実をつけ，

枯死するに至る。

　仰ぎ兄ると，葉が開き茂った樹冠部の中心に，4メー

トル弱くらいの棒状の葉芽bud（幼葉）が，天に向かって

突き立っている。このヤシ類も，季節になると，まず，

こうした形で葉芽が伸ひてきて，伸ひたところで葉が開

くのである。

　8時30分，葉芽を切る役目の少年が，そのヤシの木の

根際に膝を着き，深く低頭，含掌して祈る。数秒の短い
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ものだが，経典を写すための料紙を切り取るのであるか

ら，それに先立って祈りを捧げるのだと説明される。

　8時32分，その少年は，腰にロープの一端を結び，背

にナタを差し，新・古の葉柄を手掛かり，足掛かりとし

てヤシの木に登る。少年は15歳くらいである。葉柄は剛

強で，縁辺に刃物のような強鋭刺を持つから危険である。

ロープは，ヤシの繊維で作った太さ4センチくらいのも

のである。

　樹冠部に至った少年は，ナタで葉芽（［第1図］参照）

の下部に切込（ロープ用1A部）を入れる。コンコン硬い

音がする。切込幅7センチくらいである。

　8時33分，腰のロープをほどき，この一端を今の切込

（A部）に結ぷ。次いで，ロープの中ほどを，隣の成長し

て葉の開いた葉柄に結ぷ。生え際1メートルくらいの辺

りに仮結びするのである。

　切込（A部）の下34センチくらいの部分に，三，四方か

らナタを入れる（B部）。

　8時37分，ナタを腰に差し，右手で葉芽を押す。葉芽

は左方に倒れ，その辺りの開いた葉に受け止められる。

しかし，B部の一部がまだくっついていたので，もう一度，

ナタをふるい，完全に切り離す。

　切り離しを完了した後，仮結びを用心深く弛め，解い

ていく。この折，支点として，傍らの葉の柄を利用し，

ロープの他の一端は木の下の青年が持ち支える。宙ぷら

りとなった葉芽は，下の青年が，その手を緩めるに従い，

頭を下にして下りていく。

　8時45分，下ろされた葉芽は，Bandara氏により，そ

の肩に担われるようにして，ワゴン車に運び込まれる。

樹上の少年は，ナタを腰に差して木から下りてくる。

　8時48分，間近に寄って触ってみれば，葉芽は，長さ

が3メートル余りもある。幼葉とはいいながら，金体に

堅く，各節葉はかっちりと閉じている。金体で一本の棒

のようである。先端部の形や反り具合などからすれば，

より正確には，その形態は，まるで巨大な木刀のようで

あるといってよかろう。切り1］は，みずみずしい黄緑色

をしている。

　8時50分，その民家を出立する。車のエンジンを始動

し，細い遺をバックする。

　以上は，コリファヤシの葉の採取の状況について述べ

たものである。VenEth1po1aMedankaraNayakaThero
長老以下の兄守る中，この葉の切り出しに要した時間は，

実質20分ほどであった。

　この後，帰途につくが，三地点を迂回し，同ヤシを観

察させていただいた。次のような状況である。

　8時55分，マハウェリ川Mahawe11Gangaを渡る。この

川は，ヌワラェリヤNuwaraE1iyaの高原地帯から東海岸

のKoddiyarBayに注ぐスリランカ最長，また，最大の流

域をもつ大河である。ペラデニヤ，キャンディ，また，

マータレなど，あちこちに支流があり，ここもその一つ

であろう。
　　　　　　やまあい
　8時59分，山間の緩い坂遣の途中に停車，下車する。

右手のやや低くなった傾斜地の樹林の中に，頭部を突き

出している一本のコリファヤシを見出す。樹齢40年か50

年かといい，樹高は20～30メートルで，樹冠部に大きな

肉穂花序を広げている。花序（穂）だけでも10メートル

前後はあろう。しかし，これは開花期を終え，結実期も

半ばを終えようとする時期のものらしい。悪い足場を近

づいてみる。地上部1メートルの幹周りは，1メートル

15，16センチの太さである。環紋のみで，葉柄の残骸は

付属していない。仰ぐと，上の方にはガサガサとした白

い垂れ気味の下葉が見えている。地面には，辺り一面に

実seedsが落ちている。聞けば，この実の数は　”m1110n’’

とも’’thousandm11110n’’とも”tenthousand”とも答える。

これらは，膨大な数を意味するのであろうが，正確なと

ころは，実際に数えてみないとわからない。

　手に12，3個を拾う。実の色は，水分を吸って黒色，

または，こげ茶色だが，乾けば薄いこげ茶色となる。形

態は，大体，球形といってよいが，大きいものの縦径と

横径は24ミリと22ミリ，小さいもののそれは14ミリと12ミ

リ，平均は，およそ20ミリと16ミリといったところであ

ろうか。この大きさは，後に訪れたペラデニヤ植物園の

場合よりも小さい。ヤシg）成育条件，あるいは，結実の

早期。晩期といった条件などによって差異が生じている

のかもしれない。

　気温は高く，湿気は多い。だが，太陽の光線は高木に

阻まれ，地上部は，意外に涼しい。辺りには，つる性の

ペッパーやコーヒーの木が植えられている。傍らに，ヤ

シの葉を葺いた粗末な作業小屋もあった。

　9時15分，出発。

　9時20分，少し下った，開けた地に出る。やや大きな

川がある。橋の上に下車する。下の河原では，村の婦人

達が楽しそうに談笑しながら洗濯，沐浴している。指差

された，遠く，畑の向こうを見ると，樹林の中に，一本

の電信柱のようなものが突き立っている。30メートル前

後の高さであろうか。樹冠部は金くなく，遠目には，そ

の頭は平らのように兄える。幹には環紋が見える。これ

が，枯死したコリファヤシである。花穂（肉穂花序）が

ポロリと落ちた後であろうか，その後の幹部だけがスト

ンと突き立っているのである。目を凝らせば，それでも

著干の白っぽい枯れ葉の垂れ下がっているのが見える。
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　9時27分，出立。

　9時30分，停車して，道に並行する電線の向こうに立

つ一本のコリファヤシを兄学する。20メートルくらいの

立派なものである。

　この辺りの　帯は，山間部の谷間のような地形であろ

うか，地下には豊かな水があるらしい。コリファヤシは，

こうして，．また一本，また一本と見出されるのであった。

　9時42分，山中を抜けて，Bandara氏の自宅前に戻る。

同氏の他の三人が下車するが，同氏は，我々と共にアル

ヴィハーラ寺に向かう。

　9時46分，発車。遣を下り，先に鋭く左折したポイン

トを，逆に右折する形でルートA9に戻る。左はキャンデ

ィ，右はマータレである。

　9時55分頃，マータレの町を抜ける◎

　10時03分，寺に帰着，と思ったが，門内の則庭に店を

張る屋台の前で停車し，皆にキンクほコナッッ（Thanb111）

1個ずつを買っていただく。渇いた喉を潤すようにとの，

ChiefPriestの御指示であった。

　10時07分，僧坊に帰着，下車。僧坊の客室で一休みし

てキング・ココナッツをいただく。ストロウで飲む。

　室内の気温，摂氏30．5度。

2　リーフの作成

　僧坊は，鉄筋コンクリートニ階建てである。図書館の

背後，一段低くなった広場の片隅に位置する。韓国仏教
　りよんちゆいさんとんど　さ

徒（霊鷲山通度寺等）の協力もあり，1993年10月，それ

までの木造物が建て替えられたらしい。

　僧坊の一階の中央部は，周囲の廊下より一段低く作ら

れて多目的広場のようになっており（コンクリート），大

きな天窓からは明るく光線が差し込んでいる。リーフの

切り出し・作成は，ここを作業場として，同日の10時20

分から行われた。

　ナタをふるって，まず，節葉1eaf1etsの切り離しを行わ

れたのはRevASaranankara師である。まだ若い（31歳）

左利きのお方である。介添えは，初めは若い寺男（A）一

名であったが，途中からRevBuddharakk1thaGa1aboda

少年僧（12歳）と，KarunaseewaSeruwaw11a少年（12

歳）の二名が加わった。また，統く節葉の切り出しを行

われたのは，同師とBandara氏との二名であり，同少年

僧，同少年，及び，寺男（B）の三名が補助作業を行った。

　持ち帰られた葉芽budは，金体が緑（若緑）色をしてい

る、全長3．28メートル。背部は，丸く馬蹄形にふくらみ，

腹部は，下半分ほどが馬蹄形に窪んでいる。先端部は，

丁度，木刀の先端のような形である。先端から1Oセンチ

下の部分の周囲（太さ）は9センチ，中程のそれは27．5

センチ，基部の切断部のそれは33．4センチである。［第1

図コ（a葉芽の外観，b基部拡大）

　葉芽は，まだ開かない一枚の葉（掌状複葉）である。

開けば，深裂して80～100の裂片を数えるとされる。葉柄

の先の放射状につく小葉を節葉1ea且etという。葉は，節葉

の集合体でもある。

　葉芽の場合，節葉同士はぴたりとくっついており，各

節葉は，主脈ribで二つ折となっている。節葉の下部は，

また，副脈mdr1bで二つ折につながっている。

　節葉の主脈は，互いに密接し，葉芽の，その堅い背部

を形成している。が，一番外側の主脈列の内側にもまた

主脈列が並んでいる。外側の主脈は，断面が鈍角三角形

をなしていて，基部のあたりではその底辺，即ち，主脈

の背の幅は11～13ミリもある。［第2図コ（葉芽背部の断

面，一部）

　節葉の副脈も互いに密接し，同様にして葉芽の腹部を

形成している。

　写経の料紙O1aを作るには，節葉を切り離し，さらにそ

れらの主脈，副脈を除去しなければならない。大体，葉

身は，葉芽の中央部に位置するものほど，長い，幅広の

料紙が採れる。色は，おおむね，タマゴ色である。最外

部の緑色のもの，あるいは，幅5センチくらいの葉身や

短い葉身は，当寺では（経典に）利用しないということ

であった。

［第1段階］　RevASaranankara師は，まず，広さ二

畳ほどの一枚の莚を敷き，葉芽を横たえ，その基部に跣

座する。左手にナタを持つ。長い葉芽は，その背部は手

前に，腹部は向こうにむけられており，また，その先端

はずっと左方に，基部は右手前方にして，横たえられて

いる。基部の下には，枕として，長さ59センチ，直径13．1

センチの丸太棒が差し込まれた。

　最初のナタ（1）は，基部の切断面から41～42センチ

の辺りに入れられる。2，3度ほど，V字型に切り込み，

節葉の一塊り数枚ずつを切り出す。剥がせるだけ剥す。

　次に，切り込みの部位を左方へ8センチほど移し，ナ

タ（2〉を加え，ここで節葉5枚ほどを切り出す。さら

に，左方にナタ（3），ナタ（4）を加え，数枚ずつ，10

枚ほどの節葉を切り剥す。これで葉芽の片面からの節葉

の切り出しがほほ終わる。葉芽は，裏返され，やはり，

基部の方から，ナタ（5），ナタ（6），以下，ナタ（9）

が加えられ，節葉の切り離しが行われる。［第3図］

　こうして最後には，葉芽の下部の背骨のような部分（84

センチ）だけが残った。［第4図｝

［第2段階］
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　上記の作業に並行し，Rev．B．Ga1aboda少年僧，K．S←

mwaw11a少年らによって，次が行われる。即ち，そうし

て切り離された節葉は，基部近くの副脈の部分でくっつ

いているものが多いので，ここを引き裂き，節葉（主脈

で二つ折になった状態のもの）毎に分離させるのである。

これは手で引き裂いていけばよい。しかし，扱うのは，

長い，柔らかい葉であり，ために，身長のない少年らは，

背伸びをして腕を上げたり足の指を使ったりして奮闘し

なければならないことになる。

　傍らに，主脆ib付き（二つ折）の形でばらばらにされ

た節葉が，積み上げられ，小さな山となっていく。

［第3段階］

　主脈r1b付きの葉は，左右の端を切り捨て，主・副の脈

を切り落とす作業に移る。料紙o1aの切り出しである。こ

の時，後で筋紐を通す穴も切り開ける。用具は，小刀か

ナイフを用いる。

　手順には，次の二様があるようである。

　Bandara氏の方法　　［第5図］

　①右端から10～20センチの辺りで，主脈に向かって

　　直角に刃を入れる。

　②小刀を手前に向け，刃を上に向き立てるようにし

　　て，①の部分から先端部近くまで，副脈を切り落と

　　していく。（この副脈の一部は，葉のボイル後に，孔

　　に通す筋紐などに利用する）

　③　次の作業のため，この部分の主脈を20センチ前後，

　　切り下げる。

　④その20センチほどを引き起こし，二つに折る。そ

　　の折山A型の頭に斜めの切り込みを付ける。これを

　　開くと，15ミリ前後のV字型の切り込み穴ができてい

　　る（穿孔）。

　⑤　主脈を切り落としながら⑥の部分に至る。（切り落

　　とされた主脈は，一見，割り竹のようである）

　⑥主脈を背に，直角に刃を起こし，先端部35～40セ

　　ンチほどを切り捨てる。

　以上の結果，原料紙o1a二枚が同時に切り出されたこと

になる、

　RevASaranankara師の方法　　［第6図コ

　①先端部を35～40センチほど残し，主脈に向かって

　　直角に切り込む。

　②先端部から基部に向かって，副脈を切り落とす。

　③①の切り込みに接して，20～30センチほど，主脈

　　から切り離し，引き起こす。

　④引き起こした頭部を，×印を描くように二回，折

　　り畳むと，先端部に角山ができる。その角の先を5

　　～1Oミリほど切り落とす。開くと10～25ミリくらい

　　の菱形の穴ができている（穿孔）。

　⑤主脈を，基部に向かって切り落としていく。

　⑥基部の1O～20センチほどを残して，葉身を切断す

　　る。

　以上の結果，二枚の料紙が同時に切り出されたことに

なる。

　その一枚は，長さ190センチ前後（160～200センチ），幅

7センチくらいであった。幅5センチ前後以下のものは

捨てる、

［第4段階］

　Bandara氏，RevASaranankara師の作業に並行し，

Rev　BGa1aboda少年僧とKSeruwaw11a少年らは，切り

出された葉身を巻いていく。

　葉身は，穴のない方から丸く巻いていく。その一枚の

巻き終るころ，次の葉の頭を10センチほど内側に挟み込

む。このようにして，次々と葉を巻き込んでいく。巻物

が，やや大きくなって扱いにくくなると，彼らは，それ

を床に置いたまま，回しながら巻いていく。途中，緩む

ので，時々，引っ張って引き締めながら巻いていく、や

がて，バーム・クーヘン状となる。直径30～35センチく

らいで一巻きとする。

　一巻きできると，四本の筋紐を四ケ所に掛け，結ぷ。

この紐も，先にそぎ落とした副脈そのものである。

　この日は，一本の葉芽から一巻と半巻のバーム。クー

ヘンができた。

3　リーフのボイル

　リーフの束（巻物）を脇に置くと，そのボイルboi1の準

備が始まった。11時05分である。

　この段階で用意されるのは，次である。

　　A　巻いたリーフの束。

　　B　若いアナナースam互si・リーブズ，即ち，パイ

　　　ナップルpine－app1eの葉。長さ1メートルくらいで，

　　　基部の辺りが白い。

　　C　パポルpapo1・リーフス，即ち，パパイヤpapaya

（Caricapapaya）の葉と未熟な若い実（濃緑色，長

　さ12，3センチ，下方の太い部分の周囲23～25セ

　ンチ）。これらの生葉や果実（の乳白色の汁液）に

　は，加水分解酵素ペプシンが合まれており（papam），

　これがリーフを保護し，かつ，それを柔軟にする

働きをする。

D　カッペテイアk註pPechiy亘kolaの茎。葉（茎の切

　り口から葉の先まで65センチほどを用いる）。この

葉は薬草（外傷薬）であり，良い香りがする。緑

sokyu
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　　　色のヤシの葉を白くするのに効果があるらしい。

　　E水（水遣水）。

　　F　両方に把手の着いた厚手の釜。小型のドラムカ

　　　ン状のもので，直径40．5センチ，高さ44．Oセンチ。

　これらの内，B，C，Dは，Bandara氏宅で積み込まれ

ようで，節葉1eaf1etsの切り離し以前から作業場の片隅に

置かれていた。

　ボイルの手順は，以下である。

　まず，空のままの釜（F）を作業場に置く。これに，順

次，次を入れていく。

①パパイヤ（C）の，（葉の付け根で）葉柄部を切り

　　除いた葉だけを4，5枚，ていねいに釜の底に敷く。

　②カッペティアの茎・葉（D）をつまんで，三度，入

　　れ，敷く。

③パイナップルの葉（B）一握り4，5本を手にし，

　　これを白い基部の方から10センチ前後に切りながら，

　　釜に入れる。葉の先端の，尖った10センチほどは捨

　　てる。

④パパイヤの実（C）を，元の方から，黒い種もその

　　まま，乱切りにしながら，1ケ分入れる。

⑤これらの上の中央に，巻いたリーフの束の一巻を，

　　水平な状態で入れ，置く。

以上を第一層とする。以下，同様のことを繰り返す。

①パパイヤの，葉柄部を切り除いた葉だけを，かぷ

　　せるようにして，3枚ほど入れる。

②カ．ツペティアの草（茎・葉）を5，6本，また，

　　さらに若干を，入れ敷く。

③パイナップルの葉，6本ほどの一握りを10センチ

　　くらいに切って入れる。先端10センチほどは捨てる。

④パパイヤの実を，ヘタの方から，厚さ1センチく

　　らいの輪切りにし，また，次いで，黒い種もそのま

　　ま，乱切りにして，1ケ分入れる。料理のシチュー

　　に入れるようにして入れる。

⑤　これらの上の中央に，巻いたリーフの束の半巻を，

　　水平な状態で入れ，置く。

　以上を第二層とする。

①パパイヤの，葉だけを，かぷせるようにして，4

　　枚ほど入れる。

②カッペティアの葉・茎を一つかみ，かぷせるよう

　　にして入れる。

③パイナップルの葉を一握り，10センチくらいに切

　　って入れる。先端10センチほどは捨てる、

　④パパイヤの実を，ヘタの方から，3枚ほど輪切り

　　にして入れ；後は，乱切りにして，1ケ分入れる。

　以上を第三層とする。但し，この層の上には，残って

いたパパイヤ（C）の葉柄部を，30～40センチくらいに切

って入れる、

　作業場におけるボイルの準備はここまでである。従事

されたのは，Bandara氏であった。

　11時15分，上記の釜は，同氏の手で僧坊の裏庭に持ち

出された。

　同氏は，まず，適当な場所に，子供の頭くらいの石，

3ケを並べて炉を作る。石に大小があるので，その上に

ココナツヤシの実の割れた殻を置いて高さを調節し，釜

を据える。釜の底は，地面より16センチくらいで安定さ

せる、

　Rev．B．Ga1aboda少年僧と寺男が，大きな水差しで水を

汲んできて，釜に注ぐ、また，寺男は，両手で持てるほ

どの中くらいの石を洗ってきて，釜の中に入れる。これ

は重しである。内容物が浸り，石がかぷるほどに，水を

注ぐ。最後に，釜の上に，四角いトタン板をかぷせる。

密閉するのではない。際間から内容物が兄えている。

　11時25分，点火。RevASaranankara師以下の兄守る

中，寺男が，ヤシの実の核殻に少しの油を入れ，火を付

ける。火は，小枝から薪に移っていく。火力は，強くも

なく弱くもなく，ふつう程度である。

　このボイル作業は，水から始めて沸騰させる。普通，

3時間ほど要するという。しかし，この折は，1時間50

分でホイルは終了した。RevASaranankara師によれば，

中の，濃緑色したパパイヤの実が煮え上がり，黄色くカ

ボチャの煮えたような状態になるのが，ひとつの目安の

ようである。

　13時15分，火を消す。

　火を止めた後，木切れを使い，釜の中のリーフの束を

引き出し，ヤシの葉で編んだ莚の上（Bandara氏），ある

いは，空の大きな金タライの中（RevASaranankara

師）に置く。そして，結ばれていた筋紐を切る。丸まっ

たオーラは，まるで，茄で上がったタケノコのような形，

肌，色をしている。

　別の未使用の筋紐を用意し，これにリーフー枚ずつを

貫き，通していく。前項，第3段階における④の切り込

み穴（穿孔）は，この時のためのものである。

　熱いリーフを，ロールから一枚ずつ引きはがしては貫

き通し，引き伸ばしていく。大体，15，16枚をプまとま

りとし，筋紐をくくり結ぷ、

　両腕で捧げ持つと，裾が地に這い，丁度，吹き流しの

ような感じとなる。しかし，裾には長短があって一定し

ない。これは，葉芽から切り離された節葉そのものに長

短・大小があるからであり，その差は20センチ前後にも

なる。
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　くくられた束は，僧坊の裏にある，寺男たちの居住す

る屋舎の内の，風通しの良い，雨の吹き込まない場所に

懸け吊され，陰干しとされる。この折は，都合6束（6

条）が，梁に懸け渡されたシュロ縄に吊された。この時，

13時40分であった。

　用済みとなった釜の内容物は，すべて，裏の畑の脇に

捨てられた。

　以上，リーフの切り出しからここまでの所要時間は，

3時間40分ほどである。

4　陰干し⑧曝し⑧露

　苑で上がった後のリーフは，約2日間（あるいは，3

日間），吊して陰干しにされる。

　この後，リーフは，屋外に出され，僧坊の前庭の，砂

土の上か石段の上かで，太陽の状態にもよるが，2，3

日，日向で干される。晴れた日に行い，雨天は避ける。

朝出して，夕べに入れるようにして，陽に曝され，干し

上げる。リーフは，長いままでガサガサ，バリバリに乾

燥する。

　次に，リーフは，朝夕の露dewに当てられる。即ち，朝

の3，4時頃に朝露に当てる，または，夕方・夜に夜露

に当てるという作業が3，4日繰り返される。

　この時分の気温（摂氏）は，朝は26度くらい（6時），

夕方は28度（17時），あるいは，25度（20時）くらいであ

る（実測）。

　こうして後，リーフは，再び，巻き納められ，筋紐で

くくり結ばれる。やや湿った状態であれば，巻くのもき

れいにできるとのことであった。ロール状の巻物は，こ

のアルヴィハーラ寺の図書館の一階に運ばれ，次の工程

を待つことになる。

　なお，先学の文献には，この後，リーフは，キッチン

の上階に蓄えられ，その煙smokeに当てられる，と説か

れるものがある5）◎そこで，RevASaranankara師に，そ

の工程の有無を質問したところ，「行わない」との返答で

あった。

　他の寺院では行うが，この寺では行わない，のか，以

前は行っていたが，今は行わない，のか，あるいは，以

前でも，他寺でも，まったく行わない，のか，この点に

ついても説明はなかった。尤も，今日は，木を燃やすこ

との少ない時代ではある。

5　成形と焼きゴテ

図書館は，山門（正門）を真直ぐ入った奥，高台の上

に位置する。白，黄，歩の花を着けたテンプル。フラワ

ーやパンチパー二一，また，ココヤシに囲まれ。た，自い

鉄筋コンクリートニ階建ての建物である。この一階は，

什宝展示室兼写経の試作実演場，二階は，写経室兼貴重

図書室となっている。

　一階の左手片隅には，再び，巻き納められたリーフが

たくさん積み置かれ，また，脇には，束のほどかれた作

業中のリーフがガサガサと置かれている。これらは，お

おむね，その葉面を磨き上げるPo11shという工程を待つも

のである。

　磨くのは，その必要が生じてからでよかろうが，これ

は，次のようにして行われる。

　ロール状のリーフは，まず，3，4時間，水に浸して

おく。湿めったリーフを引き出し，頭上に架け渡したア

レカヤシの幹（横木）に掛け，摩擦する。この木の肌は

ツルリとしていて磨くに最適だからとされるが，しかし，

現在，このアルヴィハーラ寺で用いているのは，アレカ

ヤシの木ではなく，ルクアタナの木RukAttanatreeであ

るという（RevASaranankara師による〉。

　リーフの一方に，直径15センチ前後の石を結び付けて

左手に載せ，リーフの他方を頭上の幹に回して手前側に

掛け垂らす。この掛け垂らした方の端を右手（また，左

手）で持ち，上下させる。10分間ほどすると，リーフの

表面は，幹で擦れてツヤツヤになる。こうして，両面と

もなめす。

　リーフの両端は磨き切れないが，この部分は，幅も狭

く，当初より写経用に使用するつもりではないようであ

る。

　同26日，13時45分，今回も，その磨き方を教えて下さ

ったのは，WEdwm氏（72歳）であった（注4参照）。こ

れで3度目である。同氏は，毎日，キャンデイから通勤

され，この写経の試作実演場で訪問者のための解説，実

演を行っておられる。アルヴィハーラ寺におけるオーラ

によるTr1p1taka書写。保存の営みは，やはり，国内外の

多くの人の理解と喜捨を必要とするのである。

　磨き終わったリーフは，二階の写経場へ上げられ，成

形の工程に回される。

　成形には，1メートルくらいにカットされたリーフの

一束，黒い成形用宛て木（オーラの必要とされる大きさ

より長めのもの）二枚，L字型の締め金具二本（ボルトニ

個，カマセモノ四個も），鉄筆，穿孔用金具，焼きゴテニ

種，その他が用意される。［第7図，（a）］

　成形用宛て木は，当然，必要とされるオーラo1aの大き

さ：長さ・幅［第7図，（c）］によって使い分けられるが，

ここでは今，大型のTr1p1taka書写用のものが用いられて



48　スリランカのアルウィハーラ寺における貝葉写本Pa1mLeafManuscr1ptsの作成方法について

いる。綴じ紐用の穴の位置には穴も開けられ，余分なリ

ーフを裁断するための箇所には，それを誘導するための

溝も着けられている。厚さ2センチほどの黒色の，極め

て堅い材質であり，この宛て木に従って，リーフに綴じ

穴を穿ち，その左右上下の裁断，また，焼きコテによる

成形などが行われる。

　なお，この折，宛て木に付された綴じ穴の位置につい

て確認したところ，先学の示された基準に外れるような

状況は観測できなかった（注4文献，70頁，右）。

　成形の作業は，こうである。

　まず，床に一枚のコザ（畳表）が敷かれ，RevBGa1aboda

少年僧一人があぐらをかいて座る。彼の前には，下敷き

とする幅広の白木の厚板（必要とされるオーラより大き

めのもの）も置かれる。

　少年僧は，リーフの束から一枚のそれを抜き取り，厚

板の上にこれを置く。置いたその上に，宛て木の一枚を

宛てる。この宛て木により，’’必要とされるオーラの面積”6）

がそのリーフの内側に納まることを確認する。この時，

リーフがまっすぐでなかったり，短かったり，幅が足り

なかったり，傷や汚れがあったりすると，除外する。

　次に，綴じ穴の位置を確認すると，長い鉄筆Sty1uSを握

り，その先端を用いて，宛て木の上から穿孔すべき場所
　　　しるし
ニケ所に印をつける。13時55分。

　宛て木を取り除け，その印に従い，穿孔用の金具で綴

じ穴を開ける。この金具は，長さ12センチほどの鉄棒で，

先端に直径4，5ミリの円形の刃が着いている。これを

右手に持ってリーフに押し当て，押し回し，穴を穿つの

である。

　こうして二穴の穿たれたリーフは，隣に座っている手

伝いのKSeruwaw11a少年の手に，次々と渡される。その

少年は，もう一枚の宛て木の上にこれらを積み重ねてい

く。この宛て木には，L字型の締め金具二本が，所定の箇

所に，下から上へ，通されている。宛て木の上部には二

本のボルト棒が突き出た形となり，ここにリーフの二穴

が通されるわけである。リーフの表か。裏かについては，

特に注、冒、しているようには兄受けられない。

　20枚ほどのリーフがたまると，少年僧は，この上に，

彼の用いていた宛て木をかぷせ重ねる。締め金具の頭部

のネジにはボルトがはめられ，これが締められる。サイ

コロ型のカマセモノ（二個ずつ）も使われる。この時，

二枚の宛て木の向きは，互い違いとなっている。［第7図
（b）コ

　ニ枚の宛て木でリーフをしっかり締めた後，宛て木の

周囲からはみ出た部分の裁断が行われる。兄たところ，

裁断は，①リーフの上端（小口部）の左半分，②リーフ

の左端，③リーフの下端の左半分，④リーフの下端の右

半分，⑤リーフの右端，⑥リーフの上端の右半分という

順序，即ち，リーフの周囲を一周する形で行われるよう

である。この裁断作業は，Rev．B－Ga1aboda少年僧がナイ

フを持ち，KSeruwaw11a少年が手伝って行われた◎

　これらの内，①，③，④，⑥は，宛て木の側面を上に

向け，その側面中央部から刃を手前に引く姿勢で，不要

部をそぎ落としていくのである。また，②，⑤は，宛て

木を平たく置き，その狭い方の端にナイフを直角に当て

沿えて，裁断する。この折，互い違いとなったもう一方

の宛て木（の溝の部分）がまな板代わり（誘導部）とな

る。この宛て木は，従って，とても堅い材質でなければ

ならない。

　以上で，リーフの周囲の裁断が終わる。次には，その

四辺部と綴じ穴（内側）に焼きゴテが当てられることに

なる。これはBandara氏によって行われた。

　宛て木に挟んだままのリーフを持ち，Bandara氏は，

裏庭に出る。たまたま，この日は，先刻，リーフをボイ

ルした釜場があったので，ここで，再び，火を燃やし，

焼きゴテを焼く。コテは，平板状（5センチ×10センチ

くらい），棒状（直径3ミリくらい）の二種が用いられる。

　まず，焼けた平板状のコテを用い，宛て木の四辺に沿

って当てていく。切りムラや不要の毛羽立ちを焼き焦が

し，きれいに整形し，同時に，その炭化によって腐敗や

虫損から守るわけである。次に，ボルトの一方を外し，

焼けた棒状のコテを，綴じ穴の上方から2，3回，貫き

通す。下方からも2，3回，貫き通す。綴じ穴の内側も

焦がし整え，保存に備えるのである。再び，コテを火に

入れながら，ボルトを締め戻し，他方のボルトを外す。

この綴じ穴も，同様に，上方から，また，下方から，焼

きゴテを通し，その内側を焦がし整える。焦がし終わっ

たら，ボルトを締め戻す。これで，焼きゴテの作業は終

了する。

　宛て木に挟んだままのリーフは，再び，図書館の二階

の写経室に持ち帰られる。ここでボルトと宛て木が外さ

れ，Bandara氏によって，その出来栄えが吟味される。

　以上により，リーフは書記用のオーラo1aとしての調製

を完了したことになる。

　葉の採取からそのボイル，及び，陰干しまでは，やは

り，一ケ日に行うべきであろうが，その全工程を振り返

ってみると，それは，余りにも手早く，スムースであっ

た。また，それぞれの作業・工程は，よく分業が行われ，

効率よく進行している点，印象的であった。
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6　書記作業wn伽ng（補筆）

　オーラO1aに文宇を筆刻する方法については，おおむね，

前稿（注4文献）に述べたので，多くは省賂する。ただ，

今回，確認できた次の点について記しておきたい。

　（1）鉄筆Sty1us

これは，シンハラ語でパンヒンタPa血1舳aという。これ

には，実に様々な形態があり，また，材質にも鉄，真繍，

銀などがある◎専門家は，長さ26～30センチくらい（短

ければ21センチ余，長ければ36センチくらいのものもあ

る）の先の尖った，矢羽根型の頭部を備えたものを用い

る（注4文献）。矢羽根部は，正しくはパトラpatra，即

ち，リーフ1eafといい，ここには，縦筋や模様などが刻ま

れており，宗教1習俗上，それぞれに意味や名称が伝え

られているようである。

　筆者は，この矢羽根部がどのような働きをするのか，

かねてより気になっていた。この点につき，Rev．A．Sa－

ranankara師に問うと，これは，やはり，ハランスを取る

ためのものであるとの解答を得た。即ち，シンハラ文字

は，丸い文字であり，こうした文字を書く時，その羽根

が，肘の上くらいで輪をえがくようにして，パンヒンダ

を使用していくのだ，と言われる。

　なお，Bandara氏の使用されているパンヒンタは，長

さ30センチほどの真録製のものであるが，同氏は，これ

を黄色く細長い専用の木箱に収容されている。パンヒン

ダが曲がったりすればバランスが崩れ，筆刻に支障をき

たすのである。

　（2）字体三種

　先学には，「写字者たちには三流派があり，各々は，文

字を記していく場合に，それぞれ独自の字形を有してい

る。」（Si1va氏の『目録』解説，14頁，注6文献参照）と

され，これらの字形は，ha］a象，s1nh．aライオン，hansa

白鳥，として知られている，と述べられるものがある。

その三種とは，haja豊満で丸まった字，smha　方形の

字，hansa：肉細で幅の狭い字，であり，「こうした字形

についての綿密な研究により，通例，その写本の作成さ

れた地域を特定することができる。」ともされる。

　これに対し，書写には「三種の書体Threed1stmctsty1es

ofwr1t1ngが用いられた，（即ち），hasth1（象）　大きく

書かれる文字，S1吐a（ライオン）　丸く書かれる文字，

そして，hansa（白烏）　優美な，小さく書かれる文字」

（Ratwatte氏，注2文献参照）とされる説もある。

　これらの内，いずれが正しいのか，Bandara氏に間う

たところ，同氏は，その是非については発言されなかっ

たが，字体Letterに三種類があるとして，E1ephantLeト

ter（haja象）：（筆斜体のような形で，丸い大きな字），

L1onLetter（smhaライオン）　（起筆部に小さな丸い飾

りを伴うような書体，丸い字），Hansa　Letter（hansa

スワン）：（一字ずつ独立したブロック体のような，上

下の幅の狭い，あるいは，小さい字），の三種の文字を書

いて兄せられた。

　（3）筆刻の方法

　RevASaranankara師の筆刻の方法

　まず，壁を背にし，分厚い座布団に，脛を交差させる

ようにして座る。前に経机がある。

　同師は，左利きである。左手に長いパンヒンダを持ち，

右手にオーラ8～9枚を持つ。

　オーラは，手のひらの上に置き，親指を，その上に置

く。親指以外の四本は，伸はして揃え，オーラの下面か

らそれを支える。筆刻中，オーラと腕とは，120度くらい

の鈍角を形成する。パンヒンダの先端は親指の先あたり

に位置し，ここで文字を書くことになる。

　パンヒンダは，先端から5センチ前後のあたりをその

親指と人差し指で持つ◎パンヒンダの先端から1～2セ

ンチ辺に中指の先の腹を当て，これを働かせながら文字

を筆刻する。この時，薬指と小指の二本の先端は，オー

ラの葉面に接して右手を支える形となる。

　両手は，膝の上方で，宙に浮いた形で働いている。膝

に腕を着けることもあるかもしれないが，今回，目撃す

ることはなかった。

　利き腕がいずれであろうと，パンヒンダ，オーラの用

い方，筆刻の姿勢などは，講人にも共通するであろう。

　なお，筆刻の終わった経典は，校正proofreedmgを経な

ければならない。このアルウィハーラ寺では，Bandara

氏が筆刻された後，Re▽ASaranankara師がこれを担当

されていた。

　（4）筆刻後のぺ一スト

　文字を刻んだ後のオーラには，次のA，B，Cで作った

ぺ一ストが擦り込まれ，その後に，Dの白い粉が擦り込ま

れる。

　　　Aガドウマ・アングル
　　　B　カクナ。オイル

　　　C　レジン。オイル

　　　D　クラッカンKurakkanの粉

　カトゥマ⑭アンクルGadumaAnguru（GedubaAguru
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にクリーム色がかった黄色いっぽい花房何十本かが大き

く咲き広がり（肉穂花序），天空にゆったりと泳いでいる。

高いところであるために，よくはわからないが，穂の高

さは6，7メートルもあろうか。今が盛りと兄受けられ

た。各花房は，直径4～5ミリの小さな花が無数に集ま

ったもの（集合体）であり，そうした花は，使命の終わ

ったものから，パラ，パラと，あたり一面に落下してい

るのであった。その開花期は6ケ月くらいにも及ぷとい
う。

　今回（三度目），ここを訪れ，このヤシを兄たのは，（1997

年）5月2日のことであった。葉は茂ってはいたが，花

も花穂も全く兄えず，完全に開花期は終わっていた。が，

ふと，足下を見ると，その実seedsが，一面に落ちている。

しかも，既に，発根1発芽しているものも多い。

　実は，こげ茶色で，大体，球形をしている。計測すれ

ぱ，縦径21～24ミリ，横径19～21ミリで，若干の差がある。

また，先のマータレの山中のコリファヤシの実より一回

り大きい。これは，この地が管理された植物園で栄養状

態がよいせいか，あるいは，日当たりがよいせいかでは

あるまいか。

　地上に落ちた実は，雑草や雑木などの妨げのない限り，

ふだんの高温と湿度によって容易に発芽するようである。

その実から，まず，根が垂直に地中に伸ぴる。伸ぴ出し

たあたりは直径2ミリ前後の太さであるが，10センチ前

後，あるいは，15～20センチも地中に入って行くと，直

径は7～8ミリの太さにもなる。ふくらみの先には，長

さ5センチ前後の細い直根も着いているが，このふくら

みが母体となり，ここから，逆行して葉輸が，伸び上り，

葉芽（単子葉）が地表に真直くに伸ひていく。そうした

緑の，5～6センチ，あるいは，8～9センチの，まだ，

葉の開かない子葉が，そのあたりに無数に顔を出してい

るのであった。［第8図コ

　これらが，そのまま成長できるほどの余裕はなく，ま

た，その必要もないであろう。しかし，この熱帯気候に

おいて，その発根・発芽の，比較的容易であろうことは

確認できたであろう。

　このヤシは，こうして実を結んだ後，死期を迎えると

される。この折は，下葉に多少の衰えは見られるものの，

これが枯死に向かいつつある状態とは，まだ，とても見

受けられなかった。その枯死までには，やはり，かなり

の時日を要するのではなかろうか。今後の観察を，でき

得る限り，続けていきたい。．

おわりに

　この時期，スリランカのマータレ，キャンディの午後

は，2時からにせよ，4時からにせよ，まずは，決まっ

て雷雨・となった。しかし，6時，7時になると，スコー

ルは上がって陽の差すこともあり，キャンディ湖にはマ

ルワッテ寺院Ma1watuVihareの姿の映ることもあった。

　そうした湖畔では，時を過ごす若いカップルやマンゴ

ー売り，パイナップル売り，髪飾り売り，ネックレス売

り，時には，パーム・リーフを用いた占いの中年婦人8）な

どが商売をしている。そうした中に，近くの寺院の修行

僧と覚しき著い2，3人の，ヤシを模したコウモリガサ9）

をさした姿を見かけることもあった。

　スリランカの貝葉写本Pa1mLeafManuscr1ptsは，今日，

仏歯寺やキャンティ国立博物館，あるいは，コロンボの

国立博物館等に所蔵されているものが知られている。だ

が，それらに限らず，各地の仏寺にも相当の写本が保存

されているようである。その一端として，この度は，ク

ルネーカラKurunega1aのトルッワ村Do1uwaにあるラン

キリマダ・ウイハーラ寺Rank1rmadaV1haraの貝葉写本

を拝見することができた（4月27日）10）。はめ込み式の書

架の中には，パーリ語やシンハラ語で書かれた仏典，医

薬等に関する大小の写本がきっしりと並んでおり，その

一部は，住職に読謂していたたき，録音に収めることも

できた。写本の素材，形態，書誌等は，他所におけると

ころと相違はないように兄受けられるが，こうした未調

査の写本群が，今なお，住僧と村人に守られ，ヤシ畑の

奥にひっそりと存在しているところに，同国の書記文化

の奥深さのようなものが感じられる。

　なお，本稿と先行文献におけるところとの異同につき，

言及しておかねばならない点がある。タイ・ラオス，ま

た，イント，イントネシアなどにおけるリーフの作成方

法との比較も必要であるが，今回は，これにて筆を欄く

こととする。

　　　　　　　　　　　　　　一Jme13．1997一

注

1）釈迦の生般年については諾説がある。般年は，この

他，386B．C．，383B．C．，486B．C．，480B．C．，などとする

説がある。

2）本稿に関しては，次の文献が参照される。

　F1orenceRatwatte，”TheAnc1entArtofO1aWr1t－

ing”，Eψ1o〃S7疵伽肋，Vo1．4－No．2，August1990．

　F1orence　Ratwatte，”Rewr1tmg　H1story”，　τ加

肋昭鵬伽θゲλかム伽尾¢S舳θ〃”ろ，Vo1．11，No．4，J1ヅ
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3）シンハラ語で，gasaもgahaも，木を，また，kola，

　ko1aya（p1）は，葉，あるいは，紙，を意味する。

4）スリランカでは，この他にパルミラヤシPa1myra

Pa1m，シンハラ語でTa1gasa，学名3o伽s〃∫伽6θ1娩κ

Lも用いられた。既述「スリランカにおけ貝葉文書・典

籍（Pa1m　Leaf　Manuscr1pts）の作成方法について」

　（『島根大学教育学部紀要』（人文・社会科学編），第28

　号，1994年12月。69頁）を参照。しかし，今は，これは

　用いないとの説明を受けた（RevEth1po1aRatanasara

　Them師による）。

5）注2の，F1orenceRatwatte氏の二文献。

6）オーラ本の大きさは，だいたい，次のようであろう

　か。

　　長さ，大：67～72～81センチ，

　　　　　中：48～50センチ

　　　　　小：21～23センチ

　　幅，　大：7～8センチ

　　　　　小15センチ

　しかし，Ratwatte氏の二文献，また，WADES11va
　氏の記述（”Cα肋1o幽θφ肋伽工ψ”α舳80ゆ広sz〃肋θ

　〃ろ吻ηゲ伽001o励o伽sθ〃閉”，1938。注4文献参照）

　などを見ても，この大小の寸法は，はっきりしない。

7）注4文献。但し，アルヴィハーラ寺で，現在，パル

　ミラヤシを用いているとした点は訂正しなければなら

ない。最初の訪間時，WEdwm氏との意志の疎通を欠

　いたところからの誤りであった。

8）1995年12月8日，仏歯寺前（クイーンズ・ホテル前）

　の三叉路を背に，キャンディ湖畔で緑色のビニール袋

　を敷物代わりにして塵り，その上で占いをする婦人に

　出会った。とても上手とはいえない絵の描かれた小型

　の貝葉本，神々のカラープリントされたカード，木の

　実などを用いての占い商売である（20Rs払って撮影さ

　せていただいた）。

9）本来は，雨傘として，ヤシの葉そのものを用いてい

　た。但し，一般人は，その尖った葉柄の方を前方に向

　けるが，仏教僧は，その葉の向きを逆にするという（既

　述「17世紀におけるスリランカの書記生活について一

一ロハート。ノックス著『セイロン島誌』　　」，『島

根大学教育学部紀要』（人文・社会科学編），第30号，

　1996年12月。75頁）参照。

10）RohanaChandraj1血氏の御配慮による。

寺のVenEth1po1a　Medankara　Nayaka　Thero師，Rev

Eth1po1aRatanasaraThero師，RevASaranankara師，

また，少年僧達，TSRand111gama氏，H　MK　Bandara

氏，RohanaChandraj1th氏，その他，多くの方々より実

に心細かな御指導。御高配をいただいた。記して，深く

感謝申し上げたい。

［付記］この度の調査においては，調査事項はもとより，

食事から員い物等の私事一切に亙って，アルヴイハーラ
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